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安全データ シート  
 

作成日  1993 年 3 月 31 日 

改訂日  2024 年 2 月 29 日（ 第 10 版）  

１．化学品及び会社情報 
化学品の名称 :  酸素ガス  

製品コ ード  :  GC01 

化 学 名 :  酸素( Oxygen)    

供給者の会社名称 :  相模アセチレ ン株式会社 

住   所 :  横浜市瀬谷区目黒町 8－5 

担 当 部 門 :  製造部 

連 絡 先 :  Tel ;  045-921-0541 FAX;  045-922-4820 

 E-mai l ;   

緊急連絡電話番号   

推奨用途  金属の精錬冶金用、 ガラ ス 原料の溶融助燃剤、 ス カーフィ ング用、 溶断、

製紙用のパルプ漂白、 酸化反応、 有機排水の酸素活性汚泥法、 NOx 防止の

助燃剤、 ロ ケッ ト 推進剤。  
使用上の制限  本製品の使用にあたっては該当する 各法律、及び次項以降の危険有害性情

報等に基づき 使用する こ と   
整 理 番 号 :  GC: 01  

 

２．危険有害性の要約 
化学品のＧ ＨＳ 分類   

 物理化学的危険性  酸化性ガス  区分 1 

   高圧ガス  圧縮ガス  

 健康に対する 有害性    

 環境に対する 有害性    

  記載がないも のは区分に該当し ないま たは分類でき ない 

Ｇ ＨＳ ラ ベル要素   

 絵表示又はシンボル :  

   
 注意喚起語 :  危険 

 危険有害性情報 :  発火又は火災助長のおそれ： 酸化性物質 

  :  高圧ガス ： 熱する と 爆発のおそれ 

 注意書き  [ 安全対策]  :  衣類及び可燃物から 遠ざける こ と  

   :  バルブや附属品にはグリ ース 及び油を使用し ないこ と  

  [ 応急処置]  :  火災の場合： 安全に対処でき る なら ば漏えい( 洩) を止める こ と  

  [ 保管]  :  日光から 遮断し 、 換気の良い場所で保管する こ と  

  [ 廃棄]  :  内容物／容器は勝手に廃棄せず、製造者ま たは販売者に問い合わ

せる こ と  

GHS 分類に関係し ない 

又は GHS で扱われない他

の危険有害性 

:  高濃度の酸素ガス を長時間吸入する と ､人体に悪影響を与える  

 :  高圧ガス 容器から ガス が噴出し 眼に入れば、眼の損傷、ある いは

失明のおそれがある  
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３．組成及び成分情報 
化学物質・ 混合物の区別 :  化学物質 

化学名又は一般名（ 化学式） :  酸素（ O2）  

成分及び含有量:    

  官報公示整理番号  

 化学物質 CAS No 分子量 化審法 安衛法 成分濃度 

 酸素 7782-44-7 32. 00 適用外 適用外 99. 5％以上 

 

重量濃度換算式 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４．応急措置 
吸入し た場合 :  高濃度の酸素ガス を吸入し 中毒症状が表われた場合は､新鮮な空気

の場所に移し ､安静、 保温に努め、 医師の手当てを受ける ｡ 

:  呼吸が停止し ている 場合には人工呼吸を行なう 。  

皮膚に付着し た場合 :  大気圧の酸素ガス にさ ら さ れても 、 特に治療の必要はない。  

眼に入った場合 :  噴出する ガス を受けた場合は、 冷却し すぐ に医師の診断を受ける 。  

応急措置をする 者の保護 

に必要な注意事項 

:  酸素ガス が漏えいま たは噴出し ている 場所は、 空気中の酸素濃度が

上昇し ている 可能性がある ので、 換気を行い、 必要に応じ て陽圧自

給式呼吸器を着用する 。  

 

５．火災時の措置 
適切な消火剤 :  周辺火災に合わせた消火剤を使用する ｡ 

:  酸化性ガス なので付近に火災が発生し た場合､火勢を強め激し く 燃

焼さ せる ので､速やかに酸素ガス の供給を絶つこ と 。  

使ってはなら ない消火剤 :  なし  

火災時の 

特有の危険有害性 

:  空気中で燃えない物でも 酸素ガス 中では燃える 物が多いので､周囲

の物をでき る だけ遠ざける こ と ｡ 

 :  容器が火炎にさ ら さ れる と 内圧が上昇し 、 安全装置が作動し 、 酸素

ガス が噴出する 。 内圧の上昇が激し いと き は、 容器の破裂に至る こ

と も ある 。 容器弁が壊れたと き などは、 容器はロ ケッ ト のよ う に飛

んで危害を与える こ と がある 。 容器を安全な場所に搬出する こ と 。

搬出でき ない場合には、 でき る だけ風上側から 水を噴霧し て容器を

冷却する こ と 。  

特有の消火方法 :  火災を発見し たら 、 ま ず部外者を安全な場所へ避難さ せる こ と 。  

消火活動を行う 者の特別

な保護具及び予防措置 

:  耐火手袋、 耐火服等の保護具を着用し 、 火炎から でき る だけ離れた

風上側から 消火にあたる こ と 。  

 

６．漏出時の措置 
人体に対する 注意事項、  

保護具及び緊急時措置 

:  作業着等に着火の恐れがある ため、 酸素ガス にさ ら さ れないよ う 注

意する ｡ 

:  火災の危険を減ら すため､窓や扉を開けて換気を良く する こ と 。 換

気設備があれば、 速やかに起動し 換気する 。  

:  大量の漏えいが続く 状況であれば、 漏えい区域をロ ープ等で囲み部

外者が立ち入ら ないよ う 周囲を監視する 。  

:  漏えい区域に入る 者は、 陽圧自給式呼吸器を着用する こ と 。  

:  空気中の酸素濃度を測定管理する こ と 。  

※Mn: 各成分の分子量　 　 Vn:各成分の体積（ ガス 容積）

※各成分の温度・ 圧力は同一条件と する

※各成分の体積（ ガス 容積） は合計で100％と する

×1 0 0重量濃度（ w t.％） ＝

Mn  Vn

Σ Mn  Vn
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環境に対する 注意事項 :  環境への影響はない。  

封じ 込め及び浄化の方法 

及び機材 

:  漏えいし た酸素ガス は換気を良く し 、 速やかに大気中に拡散、 希釈

さ せる 。  

二次災害の防止策 :  木､紙､油等の可燃物を 取り 除く こ と ｡酸素濃度の高い空気は､有機

物や可燃性物質と 接触さ せないこ と ｡ 

 :  全ての着火源を取り 除く こ と ｡ 

 

７．取扱い及び保管上の注意 
取扱い   

技術的対策 

  取扱者のばく 露防止 :  継手部、 ホース 、 配管およ び機器に漏れがないか調べる こ と 。 漏え

い検査には、 石けん水等の発泡液によ る 方法が簡便、 安全で確実で

ある 。  

 :  作業の中断ある いは終了後、 作業場所を離れる と き は、 容器弁を必

ず閉じ る 。 その後、 圧力調整器内のガス を逃がし 、 圧力調整ハンド

ルをゆる めておく こ と 。  

  火災・ 爆発の防止 :  容器を電気回路の一部に使用し ないこ と 。 特にアーク 溶接時のアー

ク ス ト ラ イ ク を発生さ せたり し て損傷を与えないこ と 。  

 :  容器弁等が氷結し たと き は、40 ℃以下の温水で温め、バーナー等で

直接加熱し ないこ と 。  

 :  酸素ガス の触れる 部分を、 油脂類の付着し た汚れた手や手袋で取り

扱わないこ と 。 事前に手、 手袋、 衣類への油脂類の付着がないか確

かめる こ と 。 万一、 酸素ガス 中で油脂類に着火する と 、 爆発的な燃

焼を起こ す。  

 :  酸素用の機器およ び付属機器等（ 貯槽、 容器、 配管、 弁類、 蒸発器、

計器類） は、 清浄に保ち、 油脂類、 有機物、 ごみ、 錆、 バリ 等が付

着し ていてはなら ない。 付着し ている 場合には、 完全に除去し てか

ら 使用する こ と 。  

 :  酸素用の圧力調整器、 ホース 、 圧力計等を使用する こ と 。 酸素用の

も のをその他のガス 用のも のと 混用し ないこ と 。 圧力計は「 禁油」

表示のある も のを使用する こ と 。  

 :  容器弁を急激に開閉する と 摩擦熱で容器弁が発火し たり 、 断熱圧縮

で圧力調整器や配管類が発火する こ と がある 。  

 :  供給シス テムに使用する ガス ケッ ト は、 可燃性のも のを用いないこ

と 。  

  その他の注意事項 :  容器の使用前に、 容器の刻印、 塗色（ 酸素は黒色）、 表示等によ り ガ

ス 名を確かめ、 内容物が目的の物と 異なる と き は使用せずに、 販売

者に返却する こ と 。  

 :  容器には、 転落、 転倒等を防止する 措置を講じ 、 かつ粗暴な扱いを

し ないこ と 。 倒れたと き 、 容器弁の損傷等によ り 、 高圧のガス が噴

出する と 、 容器がロ ケッ ト のよ う に飛んで危害を与える こ と があ

る 。  

 :  容器から 直接使用し ないで、 必ず圧力調整器を使用する こ と 。  

 :  圧力調整器の取り 付けにあたっては、 容器弁のネジ方向を確かめて

酸素用に合ったも のを使用する こ と 。  

 :  圧力調整器を正し い要領にて取り 付けた後、 容器弁を開ける 前に、

圧力調整器の圧力調整ハンド ルを、 反時計方向に回し てゆる め、 そ

の後、 ゆっく り と 容器弁を開く 。 こ の作業中は、 圧力調整器の側面

に立ち、 正面や背面に立たないこ と 。  

 :  容器弁の開閉に使用する ハンド ルは所定の物を使用し 、 容器弁はゆ

っく り と 開閉する こ と 。  

 :  容器弁の開閉に際し 、 ハンマー等でたたいてはなら ない。 手で開閉

ができ ないと き は、 その旨を明示し て、 販売者に返却する こ と 。  
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 :  酸素ガス を多量に使用する 場合には、 使用量等によ って集合装置等

の供給設備が特別に設計・ 製作さ れる こ と がある 。 使用者は、 こ れ

ら 設備・ 機器の正し い操作方法や使用方法について、 製造者ま たは

販売者から 指導を 受け、 取り 扱い説明書およ び指示事項に従う こ

と 。  

 :  脱着式の保護キャ ッ プは使用前に取り 外すこ と 。 容器を使用し ない

と き は､保護キャ ッ プを確実に取り 付ける こ と 。  

 :  容器には、 充てん許可を受けた者以外はガス の充てんを行なっては

なら ない。  

 :  容器の修理、再塗装、容器弁およ び安全装置の取り 外し や交換等は、

容器検査所以外では行なわないこ と 。  

 :  容器の刻印、 表示等を改変し たり 、 消し たり 、 はがし たり し ないこ

と 。  

 :  使用後の容器は圧力を 0. 1 MPa 以上残し 、確実に容器弁を閉めた後、

キャ ッ プを付けて、 速やかに残ガス 容器置場に移動さ せる こ と 。  

 :  容器の授受に際し ては、 あら かじ め容器を管理する 者を定め、 容器

を管理する こ と 。  

 :  契約に示す期間を 経過し た容器およ び使用済みの容器は速やかに

販売者に返却する こ と 。  

 :  高圧ガス 保安法の定める と こ ろによ り 取り 扱う こ と 。  

  局所排気、 全体換気 

 

:  酸素ガス を使用する にあたっては、 空気中の酸素濃度が上昇する 可

能性がある ので、 密閉さ れた場所や換気の悪い場所で行わないこ

と 。  

 安全取扱注意事項 :  容器弁の口金内部に付着し た塵埃類を 除去する 目的でガス を 放出

する 場合には、 口金を人のいない方向に向けて、 ガス 出口弁を短時

間微開し て行う こ と 。  

 :  高圧のガス が直接人体に吹き つけら れる と 、 損傷を起こ すこ と があ

る ので、 高圧で噴出し ている ガス に触れないこ と 。  

 :  容器を ロ ーラ ーや型代わり 等の容器本来の目的以外に使用し ない

こ と 。  

 :  酸素ガス を、 圧縮空気や空気の代わり に使用し ないこ と 。  

接触回避 :  容器に他のガス が入った可能性がある と き は、 容器記号番号等の詳

細を販売者に連絡する こ と 。  

 :  酸素ガス は、空気よ り も はる かに酸化性が強いので、アルカリ 金属、

安息香酸（ 粉末）、 二硫化炭素、 繊維物質、 水素＋触媒、 アセト ン、

アセチレ ン、 アルコ ール類、 油膜等と 誤って接触さ せないこ と 。  

 :  有機物や可燃物が酸素ガス と 接触する と 、 こ れら の物はほと んどの

温度、 圧力で酸素ガス と 激し く 反応し たり 爆発し たり する 危険性が

ある 。  

 :  一度酸素ガス を含むと 、 布、 木材などの多孔質の有機物はかなり 長

時間にわたり 、 酸素ガス を含んだまま でいる 。 こ れら のも のは激し

く 燃焼する ので、 着火源に近付けないこ と 。  

 :  空気中で不燃性、 難燃性と いわれる 物質でも ､酸素ガス 中では多く

の物質が燃焼する 。  

 :  酸素は水が共存する と 金属の腐食を促進さ せる 。  

 衛生対策 :  取扱い後は、 よ く 手を洗う こ と 。  

保管   

 安全な保管条件   

  適切な技術的対策 :  可燃性ガス 、 毒性ガス と 区分し て酸素ガス と 明示さ れた容器置場

に、 充てん容器およ び残ガス 容器に区分し て保管する こ と 。  

 :  酸素ガス の容器置場には、 消火設備を設ける こ と 。  

 :  貯蔵場所の酸素濃度が、 25 vol ％を超えないよ う に換気し 、 酸素濃

度の測定管理を行う こ と 。  
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  混触禁止物質 :  アルカリ 金属、 安息香酸（ 粉末）、 二硫化炭素、 繊維物質、 水素＋触

媒、 アセト ン、 アセチレン、 アルコ ール類、 油膜、 等 

 :  可燃物を近く に置かないこ と 。  

  適切な保管条件や避

ける べき 保管条件 

:  腐食性の雰囲気や、 連続し た振動にさ ら さ れないよ う にする こ と 。  

:  直射日光を受けないよ う に、 温度 40 ℃以下に保つこ と 。  

 :  水はけの良い、 換気の良好な乾燥し た場所に置く こ と 。  

  注意事項 :  火炎やス パーク から 遠ざけ、 火の粉がかから ないよ う にする こ と 。  

 :  電気配線やアース 線の近く に保管し ないこ と 。  

 安全な容器包装材料 :  高圧ガス 容器と し て製作さ れた容器である こ と 。  

 

 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

 
許容濃度

等 
:  

日本産業衛生学会（ 2019 年版） :  規定さ れていない 

  ACGI H( 2019 年版)  TLV-TWA :  規定さ れていない 

 TLV-STEL :  規定さ れていない 

設備対策 :  屋内で使用ま たは保管する 場合は､可燃性のも のは遠ざけ､酸素濃度が 25 ％を超え

ないよ う 換気を良く する 措置を施すこ と ｡ 

保護具    

呼吸用保護具 :  特別な保護具はいら ない 

手の保護具 :  革手袋 

眼、 顔面の保護具 :  保護面、 保護眼鏡 

皮膚及び身体の保護具 :  特別な保護具はいら ない 

 

９．物理的及び化学的性質 
物 理 状 態 :  気体 

色 :  無色 

臭 い :  無臭 

融点／凝固点 :  -218. 4 ℃（ 101. 3 kPa）  

沸点又は初留点 

及び沸点範囲 

:  -183. 0 ℃（ 101. 3 kPa）  

可燃性 :  酸化性ガス  

爆発下限界及び爆発

上限界／可燃限界 

:  なし  

引 火 点 :  非該当 

自然発火点 :  なし  

分 解 温 度 :  非該当 

ｐ Ｈ :  非該当 

動粘性率 :  非該当 

溶  解  度 :  3. 10 ml /100 ml 水（ 20 ℃の水における Bunsen 吸収係数を 100 ml 水に

換算）  

n-オク タ ノ ール／水 

分配係数（ l og 値）  

:  非該当 

蒸  気  圧 :  非該当 

密度及び／又は相対

密度 

:  非該当 

相対ガス 密度 :  1. 11 ( 0 ℃, 101. 3 kPa) （ 空気＝1）  

粒 子 特 性 :  非該当 
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その他のデータ    

 臨界温度 :  -118. 57 ℃ 

 臨界圧力 :  5. 04 MPa 

 

 

10．安定性及び反応性 
反応性 :  酸化性が非常に強い｡ 

化学的安定性 :  酸化性ガス 。  

危険有害反応可能性 :  有機物やその他の燃えやすいも のと 激し く 反応する ｡ 

避ける べき 条件 :  酸素濃度が高ま る につれて燃焼速度の増加､発火点の低下､火炎温度

の上昇およ び火炎長さ の増加が起き る ｡ 

混触危険物質 :  有機物やその他の燃えやすいも の 

危険有害な分解生成物 :  なし  

 

11．有害性情報 
急性毒性 :  情報なし  

皮膚腐食性/刺激性 :  情報なし  

眼に対する 重篤な 損傷

性/眼刺激性 

:  情報なし  

呼吸器感作性又は皮膚

感作性 

:  情報なし  

生殖細胞変異原性 :  情報なし  

発がん性 :  情報なし  

生殖毒性 :  情報なし  

特定標的臓器毒性（ 単回

ばく 露）  

:  情報なし  

特定標的臓器毒性（ 反復

ばく 露）  

:  情報なし  

誤えん有害性 :  情報なし  

その他の情報 :  高濃度の酸素を長時間吸入する と 酸素中毒症（ 肺の刺激症状、 前胸部

不快感、 肺活量の減少、 知覚異常、 痙攣、 全身倦怠感、 血液異常など）

を起こ す危険がある 。  

 

12．環境影響情報 
生態毒性 :  情報なし  

残留性・ 分解性 :  情報なし  

生態蓄積性 :  情報なし  

土壌中の移動性 :  情報なし  

オゾン層への有害性 :  情報なし  

 

13．廃棄上の注意 
:  使用済み容器はそのま ま 容器所有者に返却する こ と 。  

:  容器に残ったガス は、 みだり に放出せず、 圧力を残し たま ま 容器弁を閉じ 、 製造者ま たは販売

者に返却する こ と 。  

:  酸素ガス を廃棄する 場合は､周囲に火気､可燃物のない通風の良い場所で、 危険のないよ う 少量

ずつ大気放出を行う こ と ｡ 

：  容器の廃棄は、 容器所有者が行い、 使用者が勝手に行わないこ と 。  

 

14．輸送上の注意 
 国連番号 :  1072 
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 品名（ 国連輸送名）  :  酸素（ 圧縮さ れている も の）  

 国連分類 :  ク ラ ス 2. 2 （ 非引火性・ 非毒性高圧ガス ）  

副次危険性等級 5. 1（ 酸化性物質。 酸化性を有する ）  

 容器等級 :  非該当 

 海洋汚染物質 :  非該当 

 MARPOL73/78 付属書Ⅱ及び

I BC 

コ ード によ る ばら 積み輸送

さ れる 液体物質 

 

 

:  

 

 

非該当 

国内規制がある 場合の規制情報 

 高圧ガス 保安法 :  法第 2 条（ 圧縮ガス ）  

 海上輸送   

 港則法 :  施行規則第 12 条 危険物（ 高圧ガス ）  

 船舶安全法 :  危規則第 3 条危険物告示 別表 1（ 高圧ガス ）  

 航空輸送   

 航空法 :  施行規則第 194 条 

陸上輸送   

 道路法 :  施行令第 19 条の 13 （ 車両の通行の制限）  

輸送又は輸送手段に関する  

特別の安全対策 

:  消防法に規定さ れた危険物と 混載し ない｡ 

:  高圧ガス 保安法における 規定に基づき 安全な輸送を行う ｡ 

 :  移動時の容器温度は 40 ℃以下に保つ。 特に夏場はシート

をかけ温度上昇の防止に努める ｡ 

 :  容器に衝撃が加わら ないよ う に、 注意深く 取り 扱う ｡ 

 :  移動中の容器の転倒､バルブの損傷等を 防ぐ ための必要な

措置を施すこ と ｡ 

 :  車両等によ り 運搬する 場合は、 イ エロ ーカード 、 消火設備

およ び応急措置に必要な資材､工具を携行する こ と ｡ 

緊急時応急措置指針番号 :  122 

 

15．適用法令 
化学物質排出把握管理促進法 :  非該当 

労働安全衛生法 :  労働安全衛生規則第 24 条の 14， 15 危険有害化学物質に

関する 危険性又は有害性等の表示等 

毒物及び劇物取締法 :  非該当 

高圧ガス 保安法 :  法第 2 条（ 圧縮ガス）  

港則法 :  施行規則第 12 条 危険物（ 高圧ガス ）  

船舶安全法 :  危規則第 3 条危険物告示 別表 1（ 高圧ガス ）  

航空法 :  施行規則第 194 条 

道路法 :  施行令第 19 条の 13 （ 車両の通行の制限）  

                                                    

16．その他の情報 
適用範囲 :  こ の安全データ シート は、 工業用の酸素ガス に限り 適用する も のである 。 医

療用の酸素ガス は別の資料によ る こ と 。  

液化し た酸素については、「 液化酸素」 の安全データ シート を参照する こ と 。 
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注)  ・  本 SDS 記載内容のう ち、 含有量、 物理化学的性質等の値は保証値ではあり ま せん。  

 ・  注意事項等は通常的な取り 扱いを対象と し たも ので、特殊な取り 扱いの場合はその点を

配慮下さ い。  

 ・  危険物有害性情報等は必ずし も 十分と は言えないので、本 SDS 以外の資料や情報も 十分

に確認の上、 利用下さ い。  

以上 


